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だより NO.9

　合併５周年を記念して、イオンモール太田２階のイオン
ホールを会場として、埋蔵文化財の企画展示を開催しました。
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など、
太田市を代表する貴重な文化財約600点を一堂に集めて公
開しました。入場された方々の多くは、太田市で出土した
埴輪や土器の多さや素晴らしさに驚かれていたようです。

合併５周年記念埋蔵文化財企画展示合併５周年記念埋蔵文化財企画展示
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特　集

●調査場所 新
にっ

田
た

郡
ぐん

庁
ちょう

跡
あと

（太田市天良町地内）
 新田郡

ぐん

衙
が

（太田市新田小金井町ほか）
●調査期間 平成22年11月１日から
 平成23年１月31日
●調査面積 約2,000㎡
　天良七堂遺跡は、これまでの調査によって、７
世紀後半から９世紀の新

にっ

田
た

郡
ぐん

の役所「新田郡衙」
であったことがわかっています。郡衙の中心部分
である郡庁は、国内最大の規模であったことがわ
かり、平成20年７月、「上

こう

野
ずけの

国
くに

新
にっ

田
た

郡
ぐん

庁
ちょう

跡
あと

」として、
国の史跡に指定されました。この後、継続的に確
認調査を行い、様々なことがわかっています。平
成22年度の天良七堂遺跡の発掘調査は、次のよ
うな多くの成果をあげることができました。

１　新田郡庁内を区
く

画
か く

する溝の発見

　新田郡庁の内部に新たに区
く

画
かく

溝
みぞ

が発見されまし
た。これにより、創

そう

建
けん

期
き

（７世紀後半）に約90
ｍ四方と国内最大の規模であった郡庁が、最終段
階（９世紀）には約60ｍ四方の規模に縮小され
ていたことがわかりました。

２　新田郡衙の外側を区画する溝の発見

　新田郡衙の東西南北方向を区画する溝が発見さ
れました。この発見により、郡衙の周囲が、下の
図のように東西約400ｍ、南北約300ｍの台形
の形に区画されていることがわかり、郡衙の敷

しき

地
ち

が広大であったことが明らかになりました。

天良七堂遺跡
て ん 　 ら 　 し ち 　 ど う 　 い 　 せ き

（新田郡衙）の最新成果
にっ  た  ぐん  が

１　新田郡庁内を区画する溝（西から） ２　新田郡衙の南側を区画する溝（西から）
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３　東山道駅路（北から）

４　郡庁内へ向かう通路（南から）

５　掘立柱建物跡の正倉（西から）

現地説明会の様子

３　新田郡衙の南で東
と う

山
さ ん

道
ど う

駅
え き

路
ろ

を発見

　新田郡衙の南に隣接した部分で、古代の道路跡が
発見されました。この道路跡は、両側に側溝を持つ
路面幅約12mの大規模な道路で、東山道駅路と推定
されます。東山道駅路は、奈良の都から東北地方へ
向かっていた古代の国道です。この発見によって、
新田郡衙が東山道駅路に接していたことが明らかに
なりました。

４　郡庁内へ向かう通路の発見

　新田郡衙の南を区画する溝の北側で、郡庁の正面
へ向かう通路の跡が発見されました。この通路は、
地面を掘り下げた部分を敲

たた

き締
し

めて、非常に硬い路
面を造り出していました。郡庁の正面に向かってい
ることから、正門へ向かう通路であったと考えられ
ます。

５　新田郡衙初期の正
しょう

倉
そ う

（米倉）の発見

　新田郡衙では、これまで多くの正倉跡（米を貯え
た倉）が発見されていますが、これらのほとんどは
礎
そ

石
せき

の上に建物を建てる構造でした。今回の調査では、
郡庁の北部で新たに掘

ほっ

立
たて

柱
ばしら

建
たて

物
もの

という地面に穴を
掘って柱を建てる構造の倉の跡が発見されました。
この建物跡は、古い時期の正倉と考えられ、初期の
正倉が郡庁の北部にあったことが明らかになりまし
た。

現地説明会

　平成22年12月19日（日）、
発掘調査現場の公開を行い
ました。当日は年末にもか
かわらず、339人の方々が
お見えになり、発見された
溝や建物跡を見学していた
だきました。



4 文化財だより NO.9

史跡整備

史跡　　　　　　の最新情報金山城跡
●調査場所　太田市金山町
●調査期間　平成22年11月１日～
　　　　　　　　　平成23年３月24日
●調査面積　187.21㎡

　平成21年度は、大手虎口南西部で確認されて
いた木戸門より南へ続く通路の確認調査を実施し、
南へ下る通路では、縁石と思われる石列（19m）、
その下の曲輪①では石垣①、さらにその下の曲輪
②では、石敷きされた通路面や石垣②がみつかり
ました。さらに一番下った南側では、大型の石を
積んだ石垣③（10m）が確認されました（下図
参照）。そこで、今年度は石列の続きや通路と水
路の位置を確認するために、新たな調査区を設定

して確認調査を実施しました。調査区１では、石列の続きがやや湾曲しながら約４ｍの範囲で確認され、
木戸門へと向かう様子が確認できました（写真①）。調査区２では、東側の岩盤と曲輪②との間に水路
状の石組みがみつかりました（写真②）。調査区３では、石垣②の北側に南北に続く石垣が東へと曲が
りながら11mにわたり確認されました（写真③）。また、石敷きされた通路面と東側の岩盤との間に幅
90～135㎝、深さ50㎝ほどの大規模な水路が25mにわたり確認されました。この水路は岩盤を部分的

金山城跡発掘調査（月ノ池南周辺）

25mにわたり確認された水路

①　確認された石列の続き（東から）
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に掘り、対面に石積みを１～３段ほど積み上げて
造られていました。竪掘の北側で堰（せき）の跡
と思われるほぞ穴のような切り込みがみつかりま
した（写真④）。また、この水路の石積みはほぼ
一直線に並ぶように造られていました。水路を
下った南端部においては、斜面へと屈折して排水
していたこともわかりました。今後は、引き続き
通路の正確な位置や排水路の構造、石垣の続きな
どを発掘調査によって明らかにし、通路の整備を
進めていく予定です。

②　曲輪①側で確認された石組（東から）

④　ほぞ穴（左-岩盤、右-石積）

穿
うが

たれたほぞ穴

水路の北端部（北から）

水路内の石組

③　東へと曲がりを見せた石垣（北から）
　　　　　　　水路全景（北から）
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●調査期間　平成22年８月19日～10月22日
江田館跡は、史跡新田荘遺跡（11遺跡）の１
つで、太田市新田上江田町にあります。新田荘
遺跡の中でも土塁を周囲に廻らせた城館跡とし
て、現在もその風貌をよく留めています。堀ノ
内と呼ばれている館の内部においては、今まで
の発掘調査で、土塁近くに溝があることが確認
されていましたが、平成22年度から江田館跡
の内容確認調査を計画的に実施することになり
ました。今年度は、館の内部の土の堆積状況や
地形について確認するために、東西・南北方向
に幅１ｍのトレンチを入れて確認調査を実施し
ました。その結果、館内は中央部より西側に向
かって緩やかに下がる地形で、館を造った頃は
東側はもう少し高かったことがわかりました。
また、中央部においては柱穴と思われる遺構が
集中して確認され、井戸の跡なども確認されま
した。今回の調査結果をもとに、今後は面とし
ての調査を実施していく予定です。

　金山城保存会は、金山城や近隣の山城の歴史
を学習したり、その歴史的景観を自分たちの手
で維持する活動を行っています。草刈りや清掃
活動は、現在復元整備が行われている場所を中
心に行い、来訪者に対しての案内や解説を行う
ボランティアガイドも、団体の人数に応じてグ
ループ分けなどして、きめ細かなガイド展開を
実施しています。平成22年度は、猛暑の中で
の案内も多く、28団体、約800人の方々に金
山城のガイドを行いました。生涯学習の一環と
して会員自身の研修活動も市外の史跡や史跡金
山城跡ガイダンス施設などで行われました。

史跡整備

史跡新
にっ

田
たの

荘
しょう

遺
い

跡
せき

　江
え

田
だ

館
やかた

跡
あと

確認調査

金山城保存会

南北トレンチ全景（北から）

江田館跡をとりまく土塁と外堀

日ノ池での除草作業風景史跡金山城内のガイド風景

多胡碑記念館での研修風景
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史跡金山城跡来訪記念投句 入選作
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教育普及

　太田市に数多く存在する貴重な歴史遺産を、正
しく理解・認識し、より身近に感じていただくた
め、「おおたんの史跡探検スタンプラリー」を実施
いたしました。
　小中学校の夏休みとなる平成22年７月21日か
ら８月31日を実施期間とし、「世

せ

良
ら

田
だ

東
とう

照
しょう

宮
ぐう

」や
「木

き

崎
ざき

宿
じゅく

の色
いろ

地
じ

蔵
ぞう

」といった近世の文化財を中心に、
市内の文化財所在地や各資料館など合計22箇所
にスタンプを設置しました。
　参加者は記録的な酷暑のなか、スタンプ帳とガ
イドマップに載っている地図をたよりに、スタン
プを求めて普段はなかなか訪れることのない場所
を巡りました。
　スタンプを設置した全22箇所のうち、17箇所
以上を巡ると修了認定されますが、今回は2,959
名の参加申込者があり、その内の1,845名が修
了認定されました。
　修了者には記念品として、文化財課のマスコッ
トキャラクター「ぶじんくん」のイラストと、縄

じょう

文
もん

時
じ

代
だい

の土
ど

製
せい

耳
みみ

飾
かざり

の写真が入った特製クリップが
贈呈されました。
　参加者の皆さんには、スタンプラリーを通して
太田の歴史に触れるとともに、家族や友達との楽
しい夏休みの思い出づくりになったのではないか
と思います。

おおたんの史跡探検スタンプラリー

幟旗とスタンプ設置状況（金山の大ケヤキ） スタンプラリー実施状況（総持寺）

記念品（特製クリップ）

スタンプ帳とガイドマップ
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●と　き　平成23年２月13日（日）
　　　　　午前10時00分～午後３時00分
●ところ　藪塚本町文化ホール
●参加者　409名

　国史跡「新田郡
ぐん

庁
ちょう

跡
あと

」。太田市天良町には「日
本最大規模の古代の郡役所庁舎跡」が存在します。
　今年度はこの古代の郡役所「新田郡

ぐん

衙
が

」と古代
の高速道路である「東

とう

山
さん

道
どう

駅
えき

路
ろ

」をテーマとして
文化財シンポジウムを開催いたしました。古代の
官
かん

衙
が

研究の第一人者である佐藤信
まこと

先生をお迎えし
た講演と、同じく第一人者である山中敏

とし

史
じ

先生を
はじめとする研究者の方々によるパネルディス
カッションにより、関心の高さから400名を超
える多くの方々にご参加いただきました。またこ
のシンポジウムに合わせて作成した「新田郡衙と
東山道駅路予稿集」を配布いたしました。

基調報告「新田郡衙と発掘調査成果」

　太田市の埋蔵文化財発掘調査の担当者である小
宮俊久が基調報告をいたしました。今年度の調査
で判明した新田郡庁の５時期の変遷、新田郡衙の
範囲、郡衙外

がい

郭
かく

溝
みぞ

、東山道駅路武
む

蔵
さし

路
みち

など、映像
を用いながらお話をし、参加者からご好評をいた
だきました。

基調講演「新田郡家と古代東国」

　東京大学教授である佐藤信先生から新田郡
ぐう

家
け

（郡衙）についてのお話を中心に、古代の東国に
ついてご講演をいただきました。
　特に、新田郡庁が国庁と同規模であるのは、新
田郡が東山道駅路が分岐する交通の要衝にあるた
めであることをご指摘いただくなど誠に興味深い
お話をいただきました。
　佐藤先生のご講演は、豊富な知識を踏まえた絶
妙な語り口による非常にわかりやすいお話でした。

パネルディスカッション

「新田郡衙と東山道駅路」
・司　　会 山中敏史先生（奈良文化財研究所）
・パネラー 佐藤　信先生（東京大学）
 坂井秀

ひで

弥
や

先生（奈良大学）
 早川　泉

いずみ

　氏（道路文化研究所）
 坂爪久

ひさ

純
ずみ

　氏（伊勢崎市役所）
 小宮俊久　　（太田市教育委員会）

　奈良文化財研究所名誉研究員である山中敏史先
生の司会により、ご講演いただいた佐藤先生や奈
良大学の坂井秀弥先生らによるパネルディスカッ
ションを行わせていただきました。郡の役所であ
るにも関わらず国庁級の大きさをもつ「新田郡衙」
の重要性や東山道駅路の評価などについて討論し
ていただきました。
　古代官衙研究の第一人者である先生方と発掘担
当者による論議により最新の研究成果に触れ、参
加者も大変満足している様子でした。

講演会会場内風景

ご講演いただいた
佐藤信先生

基調報告をした小宮俊久

新田郡衙・東山道駅路位置図

文化財シンポジウム
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教育普及

●テーマ　水運・鉄道の歴史を訪ねて
●と　き　平成22年11月28日（日）
●ところ　見

み

沼
ぬま

通
つう

船
せん

堀
ぼり

　武
む

蔵
さし

一
いちの

宮
みや

氷
ひ

川
かわ

神
じん

社
じゃ

　　　　　鉄道博物館（さいたま市）

　今回は、「水運・鉄道の歴史を訪ねて」をテーマ
とし、さいたま市を訪れ、国指定史跡「見沼通船
堀」、大宮の地名の由来となった「武蔵一宮氷川
神社」、鉄道に関わる遺産、資料が数多く展示さ
れた「鉄道博物館」を見学しました。
　市民の関心も高く、定員を大幅に越える応募を

いただきました。
　「見沼通船堀」では、江戸時代の運河施設につ
いて地元のガイド会の方から解説を受け、天候に
も恵まれ、心地よい見学となりました。
　「武蔵一宮氷川神社」では、大勢の人で賑わう
中を自由散策しました。
　また、「鉄道博物館」では、鉄道模型ジオラマや、
天皇専用車「御

ご

料
りょう

車
しゃ

」の企画展などが開催されて
おり、参加者は熱心に見学していました。
　水運・鉄道の交通の歴史に触れ、有意義な一日
を過ごすことができました。

見沼通船堀を散策 鉄道博物館・鉄道模型ジオラマ

文化財めぐり

企画展示

　藪塚本町文化ホールの多目的室において出土遺
物や写真を中心とした「新田郡庁跡周辺の発掘調
査成果」の展示を行いました。
　郡庁跡区

く

画
かく

溝
みぞ

から出土した墨
ぼく

書
しょ

土器や正
しょう

倉
そう

北群
出土の炭化米の塊などの遺物のほか、郡衙外郭溝

や東山道駅路の写真などの画像を中心に展示いた
しました。また飯塚聡氏による「奈良時代の新田
郡中心部推定復元図」も併せて展示いたしました。

講演中風景

展示風景 奈良時代の新田郡中心部推定復元図展示した遺物

シンポジウムポスター

パネルディスカッション
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●会　　場　イオンモール太田　　２階イオンホール
●開催期間　平成22年11月20日（土）～11月28日（日）
●開催時間　午前10:00～午後８:00（各日とも）
●展示点数　約600点
●入場者数　5,753人
●イベント　土日祭日に埴輪キーホルダー作り　参加者　798人

埴輪キーホルダーの作成風景と出来上がったキーホルダー

中央部分の展示

埴輪の顔

オープニング式典

飾られた土器　VS　実用的な土器

「はにコレ2010」─タイムスリップおおた─
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発掘調査

●調査場所　太田市大島町地内
●調査期間　平成22年４月８日～５月21日
　　　　　　（平成22年２月から継続）
●調査面積　約3,000㎡

　総合太田病院建替え事業に伴う発掘調査で、城
ノ内遺跡は金山丘陵から南西方向に延びる台地の
縁辺部に立地します。調査区内では北東から南西
方向に緩やかに下る地形が捉えられています。古
墳時代の住居跡及び中世の土坑・ピット群は調査
区北東部の微高地上に集中します。
　本遺跡周辺は金山城の出

で

城
じろ

であったといわれる
大
おお

島
しま

城
じょう

の推定地とされています。大島城は文献な
どの記録が一切ないことから詳細が明らかにされ
ておらず、現代に残る地

ち

割
わり

からその範囲が想定さ
れているだけです。今回の調査では大島城に関連
すると考えられる溝（堀）や掘立柱建物跡などが
みつかりました。
　平成22年10月から、報告書作成作業を実施し
ています。

城
じょう

ノ内
うち

遺
い

跡
せき

検出された遺構群（北上空から）

古墳時代の土器が出土した土坑
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●調査場所　太田市緑町・東今泉町地内
●調査期間　 平成22年12月１日～平成23年３

月25日
●調査面積　1,550㎡

　北
きた

関
かん

東
とう

自
じ

動
どう

車
しゃ

道
どう

側
そく

道
どう

整
せい

備
び

工
こう

事
じ

に伴う発掘調査で
古
ふる

氷
ごおり

条
じょう

里
り

制
せい

水
すい

田
でん

跡
あと

、二
に

の宮
みや

遺
い

跡
せき

、八
はち

ヶ
が

入
いり

遺
い

跡
せき

・推
すい

定
てい

東
とう

山
さん

道
どう

駅
えき

路
ろ

の各道路建設予定箇所で行いまし
た。
　奈良・平安時代の水田跡である古氷条里制水田
跡の調査区では、畦

あぜ

跡など水田にかかわる遺
い

構
こう

等
を今回の調査で確認することはできませんでし
た。
　また、古

こ

墳
ふん

時
じ

代
だい

・平
へい

安
あん

時
じ

代
だい

の集
しゅう

落
らく

跡である二の
宮遺跡の調査区では、住居跡１軒（時期不明）、
溝４条（時期不明）、土坑22基（時期不明）、井
戸２基（中世以降？）、ピット６基（時期不明）
がみつかりました。
　そのなかで上端幅3.4～４ｍ、深さ約1.4mの
大きな溝跡がみつかりました。北隣でおこなわれ
た財

ざい

団
だん

法
ほう

人
じん

群
ぐん

馬
ま

県
けん

埋
まい

蔵
ぞう

文
ぶん

化
か

財
ざい

調
ちょう

査
さ

事
じ

業
ぎょう

団
だん

による調
査では「池」の遺構がみつかっていますが、この
溝はその池に接続すると思われます。これらは湧

ゆう

水
すい

をためるための「溜
ため

井
い

」と、それに接続した
「導

どう

水
すい

路
ろ

」であり、周辺に用水を供給していたも
のと考えられます。
　旧
きゅう

石
せっ

器
き

時
じ

代
だい

の散布地、奈
な

良
ら

時代の集落跡である
八ヶ入遺跡、奈良・平安時代の道跡である推定東
山道駅路の調査区では、住居跡４軒（奈良・平安
時代）、溝３条（時期不明）、土坑24基（時期不明）、
井戸跡１基（中世以降）、ピット75基（時期不明）、
自然の流

りゅう

路
ろ

がみつかりました。
　なお、北隣でおこなわれた財団法人群馬県埋蔵
文化財調査事業団による調査では、東山道駅路の
南側溝が確認されていることから、今回の調査区
では東山道駅路の西側延長部分が確認される可能
性がありました。しかし、今回の調査では地

じ

山
やま

上
面が削られていたため、道の痕

こん

跡
せき

を確認すること
はできませんでした。

北
きた

関
かん

東
とう

自
じ

動
どう

車
しゃ

道
どう

関
かん

連
れん

遺
い

跡
せき

二の宮遺跡でみつかった溜井の導水路（北東から）

二の宮遺跡でみつかった住居跡（東から）

八ヶ入遺跡でみつかった住居跡と出土遺物（南から）
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発掘調査

●調査場所　太田市堀口町地内
●調査期間　平成22年７月21日～８月３日
●調査面積　約200㎡

　尾
お

島
じま

東
とう

部
ぶ

土
と

地
ち

区
く

画
かく

整
せい

理
り

事
じ

業
ぎょう

に伴い、発掘調査を
実施しました。
　平安時代の住居跡や鎌倉～江戸時代の溝や土坑
がみつかりました。
　住居跡から、当時の貴重品である緑

りょく

釉
ゆう

陶器や灰
かい

釉
ゆう

陶器の破片が出土したことから豊かな集落で
あったことがうかがえます。

●調査場所　太田市龍舞町地内
●調査期間　 平成23年２月１日～３月

25日
●調査面積　約300㎡

　県
けん

営
えい

湛
たん

水
すい

防
ぼう

除
じょ

事
じ

業
ぎょう

（用水路工事）に伴
い、県

けん

指
し

定
てい

史
し

跡
せき

「塚廻り古墳群第４号古
墳」の周囲を発掘調査しました。
　帆

ほ

立
たて

貝
かい

形
がた

古
こ

墳
ふん

１基、円
えん

墳
ぷん

３基と多数の
古墳を確認しました。
　古い古墳の上に新しい古墳をつくって
いる形跡が見られ、限られた土地のなか
で継続的に古墳をつくっていたことがわ
かりました。

東
とう

部
ぶ

地
ち

区
く

遺
い

跡
せき

群
ぐん

塚
つか

廻
まわ

り古
こ

墳
ふん

群
ぐん

空撮写真（上が北） 古墳の周溝からまとまって出土した土器群

全景写真（南から）

県史跡
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　文化財課では、発掘調査の成果を公開するため
に、出土した土器の接

せつごう

合・復
ふくげん

元作業を行ったり、
復元した土器の実

じっそく

測・写真撮影等を行い、発
はっ

掘
くつ

調
ちょう

査
さ

報
ほう

告
こく

書
しょ

の作成等を行っています。
　平成22年度は、下宿遺跡や岩

いわ

松
まつ

千
せん

歳
ざい

２
に

遺
い

跡
せき

、
北
ほく

部
ぶ

スポーツ公
こうえん

園内
ない

遺
い せ き

跡群
ぐん

、城
じょう

ノ
の

内
うち

遺跡、太田市
内遺跡の整理を実施しました。
　発掘調査報告書としては、「太田市内遺跡６」を
刊行しました。
　また、普

ふ

及
きゅう

事業として「太田市の中世遺物」の
パンフレットを刊行しました。

№ 遺跡名
所在地

（太田市）
確認
調査月

開発
原因

1 鎧着遺跡 鳥山下町 H22.4 民間
2 一町田・堀之内遺跡 新田赤堀町 H22.4 民間
3 細谷東遺跡 細谷町 H22.4 民間
4 向野遺跡 古戸町 H22.4 民間
5 反町城館跡 新田反町町 H22.4 民間
6 FP泥流下遺跡群 尾島町 H22.5 民間
7 東矢島遺跡 末広町 H22.5 民間
8 向野遺跡 高林東町 H22.5 市
9 細谷東遺跡 細谷町 H22.6 民間
10 石橋地蔵久保遺跡 石橋町 H22.6 民間
11 東部地区遺跡群 堀口町 H22.6 組合
12 猿楽遺跡 只上町 H22.6 市
13 鳥ヶ谷戸遺跡 鳥山中町 H22.6 民間
14 新田館跡 世良田町 H22.6 民間
15 今井地区遺跡群 世良田町 H22.6 民間
16 下田島遺跡 下田島町 H22.7 民間
17 東部地区遺跡群 岩松町 H22.7 組合
18 新島遺跡 只上町 H22.9 民間
19 石田川遺跡 米沢町 H22.9 民間
20 FP泥流下遺跡群 世良田町 H22.9 民間
21 細谷東遺跡 細谷町 H22.9 民間

№ 遺跡名
所在地
（太田市）

確認
調査月

開発
原因

22 鳥ヶ谷戸遺跡 鳥山中町 H22.9 民間
23 石神遺跡 龍舞町 H22.9 民間
24 谷遺跡 藪塚町 H22.10 民間
25 反町城館跡 新田反町町 H22.10 民間
26 小谷場古墳群 牛沢町 H22.10 民間
27 塚廻り古墳群 龍舞町 H22.10 県
28 細谷東遺跡 細谷町 H22.10 民間
29 浜町古墳群 浜町 H22.11 市
30 下田島遺跡 下田島町 H22.11 市
31 古戸赤城遺跡 古戸町 H22.11 民間
32 林遺跡 新田赤堀町 H22.11 民間
33 雁子遺跡 新田反町町 H22.12 民間
34 天狗林遺跡 由良町 H23.1 民間
35 細谷中遺跡 細谷町 H23.1 民間
36 国済寺城跡 市場町 H23.1 民間
37 三島遺跡 藪塚町 H23.1 民間
38 川久保遺跡 新田下田中町 H23.2 公社
39 中原下遺跡 藪塚町 H23.2 民間
40 東今泉鹿島遺跡・鹿島浦遺跡 東今泉町 H23.2 公社
41 小町田遺跡 龍舞町 H23.3 民間

出土遺物の整理作業

平成22年度　調査地一覧表

開発にかかわる調整　平成22年度　事前協議・照合件数および調査面積
公共事業 民間事業 計

事前照合・協議 58件 1,369件 1,427件
本発掘調査 2件 3件 5件
確認・試掘調査 7件 34件 41件
学術調査 4件 0件 4件
立会調査 20件 9件 29件
慎重工事 0件 237件 237件
確認・試掘調査面積 629.0㎡ 3,984.8㎡ 4,613.8㎡
立会調査面積 2,551.7㎡ 43.3㎡ 2,595.0㎡
本調査面積 1,850.0㎡ 3,207.0㎡ 5,057.0㎡
学術調査面積 2,327.2㎡ 0.0㎡ 2,327.2㎡

※学術調査面積は、
天良七堂遺跡・史跡
新田郡庁跡・史跡金
山城跡・新田荘遺跡
江田館跡の４遺跡。
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保護・管理

●市
いち

場
ば

の大ケヤキ（市指定天然記念物）
　平成22年７月、市場の大ケヤキの支柱が傷ん
でいたため、新しい支柱を設置する工事を行いま
した。
●中

なかじま

島知
ち

久
く

平
へい

邸
てい

（市指定重要文化財）
　平成23年２月、中島知久平邸の西側の樹木群
について、周辺道路の安全を確保するため、剪

せんてい

定
を行いました。
●新

にっ

田
たの

荘
しょう

遺
い

跡
せき

・反
そり

町
まち

館
やかた

跡
あと

（国指定史跡）
　平成23年３月、反町館跡の南側、水堀にかか
る樹木群について、倒木等の危険を防ぎ、安全性
を確保するため、伐採、剪定を行いました。

　昭和24年１月26日に国宝の法隆寺金堂壁画が焼失しました。このことから毎年１月26日を「文化
財防火デー」と定め、全国的に文化財防火運動が実施されています。太田市でも、毎年、この日に近
い日曜日に「文化財模擬火災訓練」を実施しています。
　今年度は、平成23年１月23日に別所町の円

えん

福
ぷく

寺
じ

・十
じゅう

二
に

所
しょ

神
じん

社
じゃ

境内で実施しました。ここは、新田荘
遺跡として、国史跡に指定されています。
　訓練は、午前10時からこの円福寺北西林野より出火という想定で開始、消防本部・消防団・関係者・
地元住民の協力のもと、初期消火作業、文化財の持ち出し、水圧で消火するインパルス銃での消火活動、
一斉放水などの消火訓練が行われました。

樹木環境整備

文化財模擬火災訓練

反町館跡

一斉放水

市場の大ケヤキ

中島知久平邸

インパルス銃での消火
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記念館・資料館

　「上
じょう

武
ぶ

国
こっ

境
きょう

争
そう

論
ろん

裁
さい

許
きょ

絵
え

図
ず

展
てん

～利根川の洪
こう

水
ずい

の
軌
き

跡
せき

」と題して、市域の境界変更が行われた
年に市内に残る３点の国境争論裁許絵図に焦
点をあて、利根川の流

りゅう

路
ろ

変
へん

遷
せん

と上
こう

野
ずけ

・武
む

蔵
さし

の
国境変遷を通してこの地域の歴史を改めて振
り返ってもらう機会として企画しました。入
館者1,461人

　第２回長楽寺展「新田荘の仏像」では、長
楽寺をはじめとする新田荘地域に守られてき
た仏像を一堂に展観し、地域を考え造形を楽
しみ、地域を誇る契機としていただくために
企画しました。入館者1,768人

内　容 演　　題 月　日 講　　師 参加者数

講演会 利根川の洪水と河
か

道
どう

の変遷 ５月16日㈰ 澤口　宏氏（群馬地理学会会長） 72人

解説会 上武国境争論裁許絵図展資料解説 ５月30日㈰ 諏訪和雄館長 30人

内　容 演　　題 月　日 講　　師 参加者数

講演会
新田荘の仏像－何を伝えているか! 10月23日㈯ 岡部　央氏（太田市文化財審議会委員） 72人

赤城南麓の信仰世界と長楽寺 11月６日㈯ 簗瀬大輔氏（群馬県立博物館学芸員） 30人

内　容 月　日 講　　師 参加者数

現地見学会 10月30日㈯、11月８日㈪、11日㈭ 岡部　央氏（太田市文化財審議会委員） 51人

第２回　企画展　４月24日㈯～６月６日㈰

第２回　長楽寺展　10月16日㈯～11月28日㈰

展示の様子

展示の様子

ポスター

ポスター

講演会　澤口氏

講演会　簗瀬氏

解説会　諏訪館長

現地見学会の様子

新 田 荘 歴 史 資 料 館
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記念館・資料館

〔埴輪づくり教室〕
●平成22年７月28日（水）・29日（木）
　約30センチの武人埴輪を作製
参加者数　16人

〔第１回土曜講座〕
●２月12日（土）午後２時から
演題　 太田の古代史－天

てん

良
ら

七
しち

堂
どう

遺跡と古代の新
田郡

講師　磐下徹先生（関東学園大学専任講師）
参加者数　81人

教育普及事業としては、子供たちに文化財に対する関心を抱いてもらうきっかけづくりとしての、埴
はに

輪
わ

づ
くり教室や勾

まが

玉
たま

づくり教室を開催しました。

〔勾玉づくり教室〕
●平成22年８月18日（水）～22日（日）
　計５日間
参加者数　98名

〔第２回土曜講座〕
●２月26日（土）午後２時から
演題　新田荘の成立
講師　 久保田順一先生
　　　（群馬県地域文化研究協議会副会長）
参加者数　98人

夏休み体験学習

講　　座

土曜講座の様子

埴輪づくり教室の様子

土曜講座の様子

勾玉づくり教室の様子

狛犬像（左：吽形、右：阿形）

　平成22年度に新たに寄
き

託
たく

された八坂神社（世良田
町）の狛

こま

犬
いぬ

像
ぞう

を正月特別展示として公開しました。
　この狛犬像は、鎌倉時代中頃に制作されたもので
す。寄

よせ

木
ぎ

造
づくり

、玉
ぎょく

眼
がん

嵌入で阿
あ

形
ぎょう

像と吽
うん

形
ぎょう

像からなり、
鎌倉時代の写実的な迫力を遺憾なく表わす優
品です。

正月特別展示
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第24回三くだり半企画展では、夫婦間の離婚で交わされた離縁状と違
い、未婚の男女関係に交わされた「執

しゅう

心
しん

切
ぎ

れ一
いっ

札
さつ

」について取り上げ
ましたが、特に女性の差し出した執心切れの事例、男女で交換した事
例など当時の男女関係を見直すことを目的としました。その他、ある
妻子持ちの男性と未婚女性の関係やそれにまつわる噂話、さらにはそ
の後の顛末など具体的な事例とともに関係文書等を展示しました。
入館者　2,223名

特別展　4月24日㈯～6月6日㈰

第24回　三くだり半企画展　9月23日㈭～11月７日㈰

ミニ企画展

企　画　展　名 期　　　間 入館者数

三くだり半この一点「代筆された離縁状」 6月20日㈰～7月19日㈪ 815人

ミニ企画展「江戸の判
はん

じ絵
え

」 7月21日㈬～8月31日㈫ 2,679人

　「江戸の子育てー第２回日本の父道と胎
たい

教
きょう

論
ろん

」と題して、江戸時代の
男性は子どもが一人前になるまでの長期にわたって子育ての全責任を
負っていたことや、男性こそ率先して胎教を学び女性に教え込むこと
など、現代以上に胎教や出産育児など子育てに大きく関わっていたこ
とを紹介し、関連文書を展示しました。あわせて「江戸の子育て」論
などの著書を持つ小泉吉永先生に講演していただきました。
入館者　1,760名

解説の様子

展示の様子
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記念館・資料館

徳　川　大　学　公　開　講　座

内　容 演　題　・演　目 月　日 講師・出演者 参加者数

講演会 「日本の父道と胎教論」 ５月９日㈰ 小泉吉永氏（法政大学講師） 62人

大衆文化講座
「いろもの」

粋曲・バラエティ・マジック ５月20日㈭
柳家紫文氏・東京ガールズ・
伊藤夢葉氏・中津川弦氏

100人

講演会 「網野善彦・人と学問」 ６月５日㈯ 山本幸司氏（静岡文化芸術大学教授） 73人

大衆文化講座
「地唄」

端唄・小唄・新内・上方唄 ６月25日㈮ 西松布咏氏（西松流家元） 65人

講演会 「執心切れ一札について」 10月３日㈰ 髙木　侃　館長 33人

伝統文化講座
「琵琶」

かぐや姫・極楽の鳥たち
恩讐の彼方に

10月24日㈰
荒井姿水氏（錦心流中谷派）
中村美子氏

97人

講演会 「徳川将軍の妻たち」 11月20日㈯ 山本博文氏（東京大学大学院教授） 129人

●期　間　4月3日（土）～6月27日（日）
　高山彦九郎の描かれている資料を館収蔵を中心
に35点、展示しました。
●入館者　564人

●期　間　3月26日（土）～　次年度につづく
　高山彦九郎日記にみる土

みや げ も の

産物を誰にどのように
贈ったのかを明らかにし、交流関係や当時の生活、
時代背景を浮き彫りにする企画をしました。

企画展「彦九郎の肖像」 企画展「彦九郎とみやげもの」

小
こ

泉
いずみ

 吉
よし

永
なが

　氏

「いろもの」柳
やなぎ

家
や

 紫
し

文
もん

　氏

山
やま

本
もと

 幸
こう

司
じ

　氏

東京ガールズ

髙
たか

木
ぎ

　侃
ただし

　館長

「地唄」西
にし

松
まつ

 布
ふ

咏
えい

　氏

山
やま

本
もと

 博
ひろ

文
ふみ

　氏

「琵琶」荒
あら

井
い

 姿
し

水
すい

　氏

展示の様子展示の様子
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〔学習会〕8月21日㈯
●講　師　正

しょう

田
だ

喜
よし

久
ひさ

氏（高山彦九郎研究会会長）
●会　場　高山彦九郎記念館

〔視　察〕９月６日㈪　参加者数33人
●行　先　海

うん

野
の

宿
じゅく

（東御市：矢嶋家）、熊野神社、
追
おい

分
わけ

宿郷土館ほか

　彦九郎日記「乙
きのと

未
ひつじ

の春旅」「上京旅中日記」「天
明下向日記」「北行日記」の足跡を訪ねる学習会・
視察を実施しました。

●日　時　6月12日（土）午後2時から
●演　題　「彦九郎最後の旅－その背景を探る－」
●講　師　八

や

木
ぎ

清
きよ

治
はる

氏（武蔵大学教授）
●参加者　195人
●会　場　宝泉行政センター
　先生より彦九郎「九州の旅」の目的として「京都の大学設立
を目的とした九州各地の藩校視察」という新たな見解が示され、
彦九郎像に新たな視点が加えられました。

学　習　会　・　視　察

講　　　演　　　会

　当館は、藪塚温泉今井館主であった今
いま

井
い

新
しん

次
じ

氏が、
県内外から収集した埋蔵文化財などを旧藪塚本町に寄
贈したことにより、昭和53年に開館しました。
　石

いし

田
だ

川
がわ

式
しき

の型式資料となった土器や街
かい

道
どう

橋
ばし

古
こ

墳
ふん

の
陶
とう

棺
かん

、市内から出土した各種埴
はに

輪
わ

、その後の発掘調
査で出土した石

いし

之
の

塔
とう

遺
い

跡
せき

（縄文時代後・晩期）の土
製耳

みみかざり

飾や岩
がん

版
ばん

のほか養
ようさん

蚕関係を中心とした民具を展
示しています。
　現在、常設展示の一部を変更し、「新田郡庁跡周辺関
係資料」を展示しています。また「太田市の古墳」等
の文化財紹介映像を上映しています。 展示の様子

視察の様子　海野宿にて

八木 清治　氏
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記念館・資料館

体　験　学　習

歴　史　講　演　会

まがたま教室
●と　き　平成22年７月～９月、
　　　　　10月～３月
●ところ　体験学習室１
●参加者　254名
　体験学習室１において実施
している、来館者が短時間で
気軽に体験できる教室。受付
時間は午前９時～10時30分、
午後１時30分～３時30分となっており、有料にて体験できるようになっています。今年度は、夏休み
をはさんだ７月～９月の時期に集中して利用されていました。リピーターも多く、親子での参加も多数
みられ、好評を得ています。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

草木染め教室
●と　き　 平成22年４月29日、６月26日、８月

21日、10月23日の４回にわたり実施。
●ところ　体験学習室２
　体験学習室２を利用して、今年度初めてこの
講座を開催しました。染色に精通した板野千恵
先生を講師に迎え、桜の木、バラ、藍、ワレモ
コウを使用した染色を実施し、延べ40名の参加
がありました。草木染めの体験講座を希望する
人は予想以上に多かったため、講座に参加した
人たちが自主的に活動できるグループも結成さ
れるようになりました。

第３回金山歴史講演会
●と　き　平成23年２月19日（土）
●ところ　コミュニティルーム
●講　師　峰岸純夫　先生
●演　題　「金山城と享徳の乱」
●参加者　106名
　応仁の乱より先に始まった関東の享
徳の乱。戦国時代の幕開けとなる享徳
の乱とそこに息づく金山城主岩松氏の
周辺の様子について、難しい資料を使
いながらもわかりやすく講演していた
だきました。

集中しての作成風景グループでの参加風景

板野千恵先生と染色作業風景

講演に聞き入る参加者

峰岸純夫先生
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ギャラリー展示

正
しょう

倉
そう

院
いん

宝
ほう

物
もつ

復
ふく

元
げん

撥
ばち

鏤
る

展
てん

●と　き　平成22年10月10日～11月28日
●来場者　3,746名
　金山町にお住まいの村松親月氏が、正倉
院の宝物である撥

ばち

鏤
る

の尺２点や撥
ばち

１点、棊
き

子
し

（碁石）10点を復元したものを展示しま
した。唐の時代に伝わってきた、象

ぞう

牙
げ

を染
色して彫刻する撥鏤技法について、長年研
究してきた成果を製作工程などの写真パネ
ルと合わせて展示しました。先生は、奈良国立博物館にも同じもの
を寄贈し、同館においても企画展示などが開催されています。撥鏤
技法については、伝承等の記録が残されていないため、復元に当たっ
ては象牙の種類や部位、染料の種類、また染色する際の温度や時間
等についての地道な研究が必要でした。門外不出の正倉院宝物を展
示ケース越しに見入って、その色調の美しさに魅了され、その色に
近づけるための復元の苦労が展示に表れていました。

中世の生活展
●と　き　平成22年７月～９月、10月～３月
●来場者　106名
　金山城とその周辺に暮らしていた人々の生活を
紹介するために、金山城跡の発掘調査で出土した
遺物を中心に、次の６つのテーマに分けて展示し
ました。①中世の調理具と供膳具、②他地域との
交流、③お茶を楽しむ、④生活用品－今・むかし、
⑤金山城と戦、⑥祈り－人々のこころ。見学者は
金山城より出土した遺物を見ながら当時の生活に
思いを馳せていました。

●太田市ホームページ・文化財課・史跡金山城跡ガイダンス施設ホームページより

　史跡金山城跡ガイダンス施設のご案内や、講座や講演会、ギャラリー展示などがご覧いただけます。

ホームページの開設　平成23年2月23日開設

撥鏤技法のパンフレット

村松 親月先生

撥鏤の撥の展示（下にガラスを置いて裏面も見せている）

展示ケース内に並べられた金山城の遺物

展示された製作工程
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記念館・資料館　紹介

名　　　　称 住　　所 電話番号 入館料 開館時間 休館日

新田荘歴史資料館 世良田町3113-9 0276-52-2215 200円 9:30～17:00

※各館とも

16:30までに

入館

月曜日

※休日にあたる

場合は翌日

縁切寺満徳寺資料館 徳川町385-1 0276-52-2276 200円

高山彦九郎記念館 細谷町1324-7 0276-32-5632 100円

藪塚本町歴史民俗資料館 藪塚町149 0277-78-5728 100円

史跡金山城跡ガイダンス施設 金山町40-30 0276-25-1067 無料 9:00～17:00
※４館共通券300円


